
グローバル時代におけるグローバル時代における
ICTICT政策に関するタスクフォース政策に関するタスクフォース

ヒアリング資料ヒアリング資料

20102010年年44月月2020日日
イー・アクセス株式会社イー・アクセス株式会社
イー・モバイル株式会社イー・モバイル株式会社
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当社が考える「光の道」当社が考える「光の道」

誰でもが何処でも利用シーンに応じて誰でもが何処でも利用シーンに応じて
リーズナブルなブロードバンドを選択リーズナブルなブロードバンドを選択

多様なブロードバンドアクセスを利用多様なブロードバンドアクセスを利用

FTTH
大容量
FTTHFTTH
大容量大容量

ADSL
安価で手軽

ADSLADSL
安価で手軽安価で手軽

高速モバイル
シームレスで便利
高速モバイル高速モバイル
シームレスで便利シームレスで便利
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実現に向けて実現に向けて

NTTNTTのの
構造分離構造分離

アクセス網のアクセス網の

利活用利活用

新たなドミナント規制の枠組みを構築新たなドミナント規制の枠組みを構築

FTTHFTTHにおけるにおける低廉な料金での競争低廉な料金での競争

安価な安価なADSLADSL等メタルサービスの継続等メタルサービスの継続

競争中立的なインフラ会社の設立競争中立的なインフラ会社の設立

高速モバイル高速モバイル

の推進の推進
周波数の拡大とイコールフッティング周波数の拡大とイコールフッティング
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アクセス網の利活用アクセス網の利活用
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FTTHFTTHととADSLADSLの課題の課題

FTTHFTTH

ADSLADSL

インフラ整備に加えてインフラ整備に加えて

NTTNTT独占から、競争による光ファイバーの利用を開拓独占から、競争による光ファイバーの利用を開拓

当面、安価な当面、安価なADSLADSL等メタルサービスは継続等メタルサービスは継続

約約6060％％

ブロードバンド普及率ブロードバンド普及率
20092009年年1212月月

出所出所 ：： 総務省（総務省（FTTHFTTH、、ADSLADSL、、CATVCATVの合計）の合計）

100%100%を実現を実現
世界世界11位位

ブロードバンド普及率ブロードバンド普及率
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NGNNGN問題問題 NNext ext GGeneration Moeneration MoNNopoly?opoly?

FTTH市場は、競争が働いておらず、悪循環FTTHFTTH市場は、競争が働いておらず、悪循環市場は、競争が働いておらず、悪循環

NTTNTTグループグループ

独占独占

料金の料金の
高止まり高止まり

加入者数増の加入者数増の
鈍化鈍化

NGNNGNはは
NNext ext GGeneration eneration 

MoMoNNopolyopoly
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FTTHには、競争が可能なアンバンドルメニューがないFTTHFTTHには、競争が可能なアンバンドルメニューがないには、競争が可能なアンバンドルメニューがない

FTTHFTTHの接続料問題の接続料問題

ADSLADSL
接続料接続料@nifty ADSL@nifty ADSL（タイプ（タイプ22））

ISPISP接続接続

回線基本料回線基本料

--

¥¥1,3941,394

■各料金詳細（月額）
・@nifty ADSL(タイプ2）料金：@nifty ADSL 12M タイプ2 （NTT東日本） ・ADSL接続料：平成22年度適用 NTT東日本接続料
・@nifyt with フレッツ料金：@nifty光ライフ with フレッツ ホームタイプ 標準プラン （NTT東日本） ・FTTH接続料：平成22年度適用 NTT東日本加入者光ファイバ接続料
・出所：各社サービスホームページ、NTT東西接続約款

接続料接続料@nifty with @nifty with フレッツフレッツ

ISPISP接続接続

回線基本料回線基本料

--

¥¥4,6104,610

FTTHFTTH

¥¥3,4083,408

高額な接続料高額な接続料

33倍以上倍以上
¥¥1,2601,260

¥¥4,3054,305

ADSLADSLと同水準の接続料（と同水準の接続料（¥¥1,3941,394）の設定が必要）の設定が必要
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ADSLADSL等メタルサービスの継続等メタルサービスの継続

安価なADSLは、依然としてユーザニーズが高く、当面、継続が必要安価な安価なADSLADSLは、依然としてユーザニーズが高く、当面、継続が必要は、依然としてユーザニーズが高く、当面、継続が必要

契約者数（万）契約者数（万）

料金料金

1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000

～～
～～

¥¥1,3001,300

¥¥1,7001,700

¥¥1,8801,880

¥¥6,4006,400

¥¥3,9803,980

直収電話
454万
直収電話直収電話

454454万万

加入電話
3,890万
加入電話加入電話

3,8903,890万万

ADSL
1,013万
ADSLADSL

1,0131,013万万

CATV
430万
CATVCATV
430430万万

※※11

■■各料金詳細各料金詳細
※※11 NTTNTT西西 フレッツ・光プレミアムファミリータイプの料金。各種割引適用前。フレッツ・光プレミアムファミリータイプの料金。各種割引適用前。ISPISP料金（ぷらら）、屋内配線利用料、回線終端装置利用料含む。料金（ぷらら）、屋内配線利用料、回線終端装置利用料含む。
※※22 JCOMJCOM JCOM NET 12MJCOM NET 12Mコースコース
※※33 EAEA 12M12M タイプタイプ11（電話共用型）。（電話共用型）。ISPISP料金（ニフティ）を含む。加入電話月額基本料、モデムレンタル料、料金（ニフティ）を含む。加入電話月額基本料、モデムレンタル料、NTTNTT回線使用料は含まない。回線使用料は含まない。
※※44 KDDIKDDI メタルプラスメタルプラス KDDIKDDIまとめて割引の場合まとめて割引の場合

出所出所 ：： 総務省総務省

※※22

※※33

※※44

約5,000万ユーザ約約5,0005,000万ユーザ万ユーザ
メタルサービスメタルサービス

高い高い高い

●●メタルの取扱いは国民的課題メタルの取扱いは国民的課題!!!!

0ABJ0ABJ--IPIP電話電話
1,3661,366万万

FTTHFTTH 1,7191,719万万
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「光の道」への移行プロセス「光の道」への移行プロセス

メタルにおけるビジネスモデルを「光の道」でも実現メタルにおけるビジネスモデルを「光の道」でも実現メタルにおけるビジネスモデルを「光の道」でも実現

※※一部地域での実施は適切ではない。一部地域での実施は適切ではない。

前提条件前提条件の設定の設定

ユーザ料金／接続料金の同等性ユーザ料金／接続料金の同等性

NTTNTTととNCCNCCの同等な競争環境の同等な競争環境

全国エリアでのサービス提供全国エリアでのサービス提供※※

メタルからメタルからFTTHFTTHに向けて、競争の道筋をつけることが重要に向けて、競争の道筋をつけることが重要
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NTTNTTの構造分離の構造分離
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NTTNTT組織の推移組織の推移

民営化後25年経過しても、NTTの一体化経営とドミナンスは変わらない民営化後民営化後2525年経過しても、年経過しても、NTTNTTの一体化経営とドミナンスは変わらないの一体化経営とドミナンスは変わらない

19851985年：年：NTTNTT民営化時点民営化時点

売上高：売上高：5.15.1兆円兆円

売上高：売上高：10.210.2兆円兆円（（20092009年度予測値）年度予測値）

NTT持株

NTTNTTドコモドコモNTTNTT東東

NTTNTT西西

売上高売上高
22倍倍

20102010年：年：NTTNTTグループグループ

付帯事業付帯事業

国内通信事業国内通信事業
NTTComNTTCom

形態が変わっただけ形態が変わっただけ

■■出所出所 : NTT: NTT
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NTTNTTの機能の機能分離と分離と構造構造分離分離

メリットの多い完全別会社型の構造分離を選択すべきメリットの多い完全別会社型の構造分離を選択すべきメリットの多い完全別会社型の構造分離を選択すべき

【【機能分離のイメージ機能分離のイメージ（日経新聞記事より）（日経新聞記事より）】】 【【構造分離のイメージ構造分離のイメージ】】

×× ◎◎公正競争の確保公正競争の確保

デジタルディバイドの解消デジタルディバイドの解消

ネットワークの移行ネットワークの移行

FMCFMC

○○

○○

××

××

××

インフラ
接続網
電柱など

サービス
電話、

光サービス等

家庭への
接続網

インフラ
接続網
電柱など

サービス
電話、

光サービス等

インフラ会社

分社化または一部門化分社化または一部門化 完全別会社化完全別会社化
同
条
件
で
貸
出
し

同
条
件
で
貸
出
し

NTTNTT
eAeA/EM/EM
KDDIKDDI等等

◎◎

同
条
件
で
貸
出
し

同
条
件
で
貸
出
し

NTTNTT
eAeA/EM/EM
KDDIKDDI等等
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NTTNTT株主株主

インフラ会社の運営イメージインフラ会社の運営イメージ

民間や公的なサポートも選択肢とすべき民間や公的なサポートも選択肢とすべき民間や公的なサポートも選択肢とすべき

【【海外の事例海外の事例】】

オーストラリアオーストラリア
「国家ブロードバンド網構想」「国家ブロードバンド網構想」
（（NBNNBN））

事業規模：事業規模：88年間で総額年間で総額430430億豪ドル（億豪ドル（33兆兆5,2005,200億円）億円）

国家ブロードバンド網の建設及び運営にあたる新会国家ブロードバンド網の建設及び運営にあたる新会
社を設立、政府による過半数の株式保有義務あり。社を設立、政府による過半数の株式保有義務あり。
（（NBNNBNの整備が完了し、完全に運営されていると通信大臣がの整備が完了し、完全に運営されていると通信大臣が
宣言したときは、宣言したときは、55年以内に政府保有の株式は売却。）年以内に政府保有の株式は売却。）

ニュージーランドニュージーランド
「超高速ブロードバンドイ「超高速ブロードバンドイ
ニシアティブ」ニシアティブ」

事業規模：事業規模：1515億億NZNZドル（ドル（975975億円）億円）

政府系投資会社（政府系投資会社（Crown Crown FibreFibre Holdings Holdings ）を新設し、）を新設し、

他の投資パートナーと共に、官民共同出資のインフラ他の投資パートナーと共に、官民共同出資のインフラ
会社を設立し、全国光ファイバ網を整備。会社を設立し、全国光ファイバ網を整備。

公的支援公的支援
新インフラ会社新インフラ会社

““Japan AccessJapan Access””((仮称仮称)) 民間民間

NTT持株
資資
本本
分分

離離
後後

100%100%

NTTNTT株主株主

NTT持株

NTTNTT株主株主

““Japan AccessJapan Access””
((仮称仮称))

出資出資



1313

中立的な立場で、必要な設備を低コストで建設・管理することが可能中立的な立場で、必要な設備を低コストで建設・管理することが可能中立的な立場で、必要な設備を低コストで建設・管理することが可能

固定にモバイルインフラも含めた競争中立的なインフラ会社を設立固定にモバイルインフラも含めた競争中立的なインフラ会社を設立固定にモバイルインフラも含めた競争中立的なインフラ会社を設立

インフラ会社のイメージインフラ会社のイメージ

新インフラ会社新インフラ会社 ““Japan AccessJapan Access””((仮称仮称))

局舎・管路・電柱局舎・管路・電柱 光ファイバ（加入・中継）光ファイバ（加入・中継） メタル線メタル線 鉄塔等のモバイルインフラ鉄塔等のモバイルインフラ

インターネットインターネット 映像映像 コンテンツ等コンテンツ等

利用者利便の高いサービスを創意工夫利用者利便の高いサービスを創意工夫利用者利便の高いサービスを創意工夫

無線無線
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FTTHFTTHのラインシェアリングのラインシェアリング

FTTHでもラインシェアリングを導入し、サービス競争を促進FTTHFTTHでもラインシェアリングを導入し、サービス競争を促進でもラインシェアリングを導入し、サービス競争を促進

メタルメタル回線回線

FTTHFTTH回線（現在）回線（現在）

料金やサービスも料金やサービスも
様々よね！！様々よね！！

他社サービスも利用他社サービスも利用
したいのに・・・したいのに・・・

マイラインやラインシェアリングによってマイラインやラインシェアリングによって
サービス毎に事業者の選択が可能サービス毎に事業者の選択が可能

サービス毎に事業者をサービス毎に事業者を
自由に選択することが出来ない自由に選択することが出来ない

固定電話固定電話

ひかり電話ひかり電話

インターネットインターネット

放送サービス放送サービス

基本料基本料 マイラインマイライン

etc.etc.

ADSLADSL（インターネット）（インターネット）

FTTHFTTHのラインシェアリングのイメージのラインシェアリングのイメージ

光回線基本料光回線基本料
ひかり電話ひかり電話

インターネットインターネット

放送サービス放送サービス
etc.etc.

新インフラ会社新インフラ会社
““Japan AccessJapan Access””((仮称仮称))
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新たなドミナント規制の構築新たなドミナント規制の構築

NTTのグループドミナンスに対する規制の再構築が必要NTTNTTのグループドミナンスに対する規制の再構築が必要のグループドミナンスに対する規制の再構築が必要

新インフラ会社新インフラ会社““ Japan AccessJapan Access””((仮称仮称))

NCCNCC

強み強み

構造分離でも、構造分離でも、FTTHFTTHにおけるにおけるNTTNTTの優位性は変わらないの優位性は変わらない

資金力／資金力／ブランド力ブランド力

FTTHFTTHの先行者利益の先行者利益
フレッツ光の約フレッツ光の約1,3001,300万万契約契約

顧客基盤顧客基盤
携帯電話携帯電話5,6005,600万／加入電話万／加入電話4,0004,000万万

グループ共同営業グループ共同営業

完全別会社化完全別会社化
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高速モバイルの推進高速モバイルの推進
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推進に向けた取り組み推進に向けた取り組み

100Mbpsサービスを促進させる政策が必要100Mbps100Mbpsサービスを促進させる政策が必要サービスを促進させる政策が必要

効率的なインフラ整備のバックアップ効率的なインフラ整備のバックアップ

周波数の拡大と競争中立的な周波数割当周波数の拡大と競争中立的な周波数割当

トラフィックがトラフィックが
飛躍的に増大飛躍的に増大......

新技術に対応した新技術に対応した
周波数の割当周波数の割当......

デジタル・ディバイドデジタル・ディバイド
の解消が進まないの解消が進まない......
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周波数の割当状況周波数の割当状況

800MHz800MHz
(30MHz)(30MHz)

800MHz800MHz
(30MHz)(30MHz)

1.5GHz1.5GHz
(30MHz)(30MHz)

1.5GHz1.5GHz
(20MHz)(20MHz)

1.7GHz1.7GHz
(30MHz)(30MHz)

1.5GHz1.5GHz
(20MHz)(20MHz)

1.7GHz1.7GHz
(30MHz)(30MHz)

2GHz2GHz
(40MHz)(40MHz)

2GHz2GHz
(40MHz)(40MHz)

2GHz2GHz
(40MHz)(40MHz)

700/900MHz700/900MHz
(30MHz(30MHz以上以上))

プレミアムバンドプレミアムバンド

成長戦略を牽引する高速モバイルに向けては、競争中立的な周波数割当が必要成長戦略を牽引する高速モバイルに向けては、競争中立的な周波数割当が必要成長戦略を牽引する高速モバイルに向けては、競争中立的な周波数割当が必要

130MHz130MHz

90MHz90MHz

60MHz60MHz

30MHz30MHz 60MHz60MHz以上以上

・プレミアムバンドを持たない事業者を優先・プレミアムバンドを持たない事業者を優先

・・LTELTEで同等のサービス提供が可能な帯域幅を確保で同等のサービス提供が可能な帯域幅を確保
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イー・アクセスグループは、

「すべての人に

新たなブロードバンドライフを。」

の目標に向けて取組んでいます。

イー・アクセスグループは、イー・アクセスグループは、

「すべての人に「すべての人に

新たなブロードバンドライフを。」新たなブロードバンドライフを。」

の目標に向けて取組んでいます。の目標に向けて取組んでいます。

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を勧誘する本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を勧誘する
ものではありません。本資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成されものではありません。本資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成され
ていますが、当社はその正確性、完全性に関する責任を負いません。ご利用にていますが、当社はその正確性、完全性に関する責任を負いません。ご利用に

際しては、ご自身の判断にてお願いします。ここに示した意見は、本資料作成際しては、ご自身の判断にてお願いします。ここに示した意見は、本資料作成
日現在の当社の意見を示すのみです。当社は、本資料中の情報を合理的な範日現在の当社の意見を示すのみです。当社は、本資料中の情報を合理的な範
囲で更新するようにしていますが、法令上の理由などにより、これをできない場囲で更新するようにしていますが、法令上の理由などにより、これをできない場

合があります。合があります。


